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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第22期
第３四半期
連結累計期間

第23期
第３四半期
連結累計期間

第22期

会計期間
自　2021年１月１日
至　2021年９月30日

自　2022年１月１日
至　2022年９月30日

自　2021年１月１日
至　2021年12月31日

売上高 （千円） 8,509,025 9,093,315 11,493,601

経常利益 （千円） 1,024,613 506,891 1,232,811

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 977,718 384,009 1,324,261

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,009,681 1,849,308 1,729,097

純資産額 （千円） 4,371,757 6,754,308 5,100,851

総資産額 （千円） 13,466,481 18,071,952 15,259,020

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 40.37 15.82 54.68

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 39.23 15.58 53.22

自己資本比率 （％） 32.1 36.9 33.1

 

回次
第22期
第３四半期
連結会計期間

第23期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2021年７月１日
至　2021年９月30日

自　2022年７月１日
至　2022年９月30日

１株当たり四半期純利益又は四半

期純損失（△）
（円） 2.78 △5.60

（注）当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

 

 

 

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間の末日現在において、判断したものであります。

 

(1) 経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間の業績は以下のとおりです。

（単位：千円）

 
前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間
増減

増減率

（％）

売上高 8,509,025 9,093,315 584,290 6.9

営業利益 1,111,283 551,870 △559,413 △50.3

経常利益 1,024,613 506,891 △517,722 △50.5

親会社帰属四半期純利益 977,718 384,009 △593,709 △60.7

 

　当第３四半期連結累計期間においては、バーチャル株主総会の運用本格化に伴う配信件数の増加や、企業・公共

空間における防音型コミュニケーションブース「テレキューブ」の設置販売が伸長したこと、及び2021年６月から

当社グループの連結子会社となったXyvid, Inc.（以下、Xyvid）が当期は期首から連結となったことにより、売上

高は前年同期比で6.9％増の9,093,315千円となりました。

　一方で、エンタープライズDX事業における自社製品比率の低下に伴う利益率低下や、イベントDX事業における製

薬業界における小規模配信の縮小、サードプレイスDX事業における「テレキューブ」に関する広告宣伝費用の発生

により、営業利益は前年同期比50.3％減の551,870千円となりました。

　営業外損益及び特別損益においては、為替相場が円安基調にある中でのグループ間の資金決済により為替差損

6,497千円（前年同期比43.4％減）を計上したほか、持分法による投資損失17,736千円（前年同期比37.8％減）を

計上いたしました。

 

　セグメント別の業績は、次のとおりです。
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Ⅰ.エンタープライズDX事業

（単位：千円）

 
前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間
増減

増減率

（％）

売上高 3,502,536 3,253,040 △249,496 △7.1

セグメント利益 582,426 454,670 △127,756 △21.9

 

　エンタープライズDX事業は、主に企業や官公庁等を対象に、社内外のコミュニケーションにおけるDX（デジタル

トランスフォーメーション）を支援するサービスを提供しております。

　具体的には、自社開発の汎用Web会議システム「V-CUBE ミーティング」や「Zoom」の販売のほか、ディスカッ

ションテーブル「V-CUBE Board」などの災害対策ソリューションやウェアラブルデバイスなど、企業向けのリモー

トコミュニケーションプロダクトを提供しております。また、顧客企業において映像組み込み型サービスの開発を

容易にする「V-CUBE Video SDK」の提供やサービス開発及び運用支援をすることで、顧客企業におけるソリュー

ション開発を支援しております。

　当第３四半期連結累計期間のセグメント売上高は、前年同期比7.1％減の3,253,040千円となりました。これは前

第３四半期連結累計期間に見られた、緊急退避的にリモートワークを行った企業によるWeb会議システムの需要が

一巡した他、連結子会社であるWizlearn Technologiesにおける、シンガポール政府の方針に基づく学校向けLMS市

場の大幅な縮小によるものであります。また、注力事業ではなくなったことによる自社製品比率の低下に加え、円

安による海外他社製品の原価の上昇に伴う限界利益率の減少によってセグメント利益率は16.6%から14.0%に減少

し、セグメント利益は前年同期比21.9％減の454,670千円となりました。

 

Ⅱ.イベントDX事業

（単位：千円）

 
前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間
増減

増減率

（％）

売上高 3,486,457 3,750,515 264,058 7.6

セグメント利益 515,154 178,272 △336,882 △65.4

 

　イベントDX事業は、様々な分野におけるイベント、セミナーのリモート化を支援する事業であります。

　具体的には、Webセミナー配信サービス「V-CUBE セミナー」や「EventIn」などのセミナー配信プロダクトを提

供するほか、イベント配信に係る運用設計、当日の配信サポートや後日のイベントデータ解析などの運用支援サー

ビスを提供しております。

　当第３四半期連結累計期間のセグメント売上高は、前年同期比7.6％増の3,750,515千円となりました。これは本

年度より運用が本格化したバーチャル株主総会や人材業界における就職説明会などの非製薬業界での事業の成長の

他、2021年６月から当社グループの連結子会社となったXyvidの連結対象期間が伸びたためであります。一方で、

前期において効率的なサービス提供体制を構築していた製薬業界向け小規模配信事業の縮小に加えて製薬業界向け

のウェブ講演会市場全体の縮小傾向、並びに米国におけるオミクロン株の流行による配信イベントの延期とその後

の流行の鎮静化により発生した急速なリアル回帰によりXyvidの業績が低下し、それに伴いのれん償却額の負担が

相対的に重くなったことから、セグメント利益は前年同期比65.4％減の178,272千円となりました。
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Ⅲ.サードプレイスDX事業

（単位：千円）

 
前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間
増減

増減率

（％）

売上高 1,520,032 2,089,760 569,728 37.5

セグメント利益 506,996 440,747 △66,249 △13.1

 

　サードプレイスDX事業は、自宅や職場とは異なるサードプレイス（第３の場所）の提供や運用支援を行うこと

で、昨今日本に浸透しつつあるテレワークを１つのワークスタイルとして定着させることを目的とする事業であり

ます。

　具体的には、企業及び公共空間への防音型コミュニケーションブース「テレキューブ」の提供、公共空間におけ

るワークブースの管理運営システムの開発、「テレキューブ」において提供する関連サービスの開発を行っており

ます。

　当第３四半期連結累計期間では、セグメント売上高は前年同期比37.5％増の2,089,760千円となりました。これ

は、テレワークの浸透に伴って企業及び公共空間でのセキュアなワークブースの需要が増加したことにより販売件

数が増加したことによるものであります。

　また、セグメント利益は前年同期比13.1％減の440,747千円となりました。これは、第１四半期連結累計期間に

おいてテレビ及びWeb媒体を利用した広告宣伝活動を実施したためであります。

 

(2）財政状態の状況

（単位：千円）

 前連結会計年度
当第３四半期

連結累計期間
増減

資産 15,259,020 18,071,952 2,812,932

負債 10,158,169 11,317,644 1,159,475

純資産 5,100,851 6,754,308 1,653,457

 

①資産

　当第３四半期連結会計期間末において、資産残高は前連結会計年度末比2,812,932千円増の18,071,952千円とな

りました。これは、６月のバーチャル株主総会及び大型配信案件の実施により売上高が伸長したことで売掛金残高

が増加したこと、前期末に一時的に減少させていた借入金等のポジションを再度増額したことにより現金及び預金

の残高が増加したこと、及び為替レートが円安方向に動いたことで海外子会社の円換算後ののれん残高が増加した

ことによるものであります。

 

②負債

　負債残高は、前連結会計年度末比1,159,475千円増の11,317,644千円となりました。これは前期末に一時的に減

少させていた借入金等のポジションを再度増額したことにより借入金残高が増加したためであります。

 

③純資産

　昨年末と比べて為替レートが大幅な円安となったために為替換算調整勘定が増加したこと、及び親会社株主に帰

属する四半期純利益384,009千円の計上により利益剰余金残高が増加したことで、純資産残高は前連結会計年度末

比1,653,457千円増の6,754,308千円となりました。この純資産増加の影響により、自己資本比率は36.9％（前連結

会計年度末は33.1％）に増加いたしました。

 

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 48,000,000

計 48,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2022年９月30日）

提出日
現在発行数（株）
（2022年11月11日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 24,737,400 24,737,400
東京証券取引所

（プライム市場）

完全議決権株式であり、権利

内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式であり

ます。なお、単元株式数は

100株であります。

計 24,737,400 24,737,400 － －

（注）１．「提出日現在発行数」欄には、2022年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権行使により発行

された株式数は含まれておりません。

２．当社は東京証券取引所市場第一部に上場しておりましたが、2022年４月４日付の東京証券取引所の市場区分の

見直しに伴い、同日以降の上場金融商品取引所名は、東京証券取引所プライム市場となっております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2022年７月１日～

2022年９月30日
－ 24,737,400 － 92,190 － 2,873,723

 

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2022年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2022年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 466,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 24,240,600 242,406

権利内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式でありま

す。

単元未満株式 普通株式 30,400 － －

発行済株式総数  24,737,400 － －

総株主の議決権  － 242,406 －

（注）１．上記は直前の基準日（2022年６月30日）での株式数を記載しております。

２．単元未満株式には、当社所有の自己株式43株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2022年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ブイキューブ
東京都港区白金

1-17-3
466,400 － 466,400 1.89

計 － 466,400 － 466,400 1.89

（注）１．上記は直前の基準日（2022年６月30日）での株式数を記載しております。

２．当第３四半期末現在の自己株式数は、466,400株であります。

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】
 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2022年７月１日から2022

年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年１月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　　第22期連結会計年度　有限責任あずさ監査法人

　　第23期連結会計年度　太陽有限責任監査法人
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,823,797 2,729,945

受取手形及び売掛金 1,728,357 1,450,792

前渡金 49,156 58,634

その他 621,147 669,679

貸倒引当金 △200 △20,896

流動資産合計 4,222,259 4,888,155

固定資産   

有形固定資産 1,694,812 2,040,966

無形固定資産   

ソフトウエア 1,704,740 2,056,167

ソフトウエア仮勘定 661,894 1,111,423

のれん 3,759,122 4,384,816

その他 62 62

無形固定資産合計 6,125,820 7,552,470

投資その他の資産   

投資有価証券 273,208 389,827

関係会社株式 307,569 344,526

敷金及び保証金 305,460 349,941

長期貸付金 48,755 36,202

繰延税金資産 1,651,506 1,844,031

長期前払費用 82,102 60,802

その他 548,418 566,027

貸倒引当金 △894 △999

投資その他の資産合計 3,216,127 3,590,360

固定資産合計 11,036,760 13,183,797

資産合計 15,259,020 18,071,952
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 546,312 327,352

短期借入金 1,642,912 3,146,207

１年内返済予定の長期借入金 512,980 1,742,600

契約負債 882,928 1,023,768

賞与引当金 104,119 77,809

未払法人税等 51,897 45,704

その他 837,834 921,946

流動負債合計 4,578,983 7,285,388

固定負債   

長期借入金 4,828,100 3,356,400

リース債務 496,941 369,997

資産除去債務 245,219 296,037

その他 8,925 9,820

固定負債合計 5,579,185 4,032,255

負債合計 10,158,169 11,317,644

純資産の部   

株主資本   

資本金 92,190 92,190

資本剰余金 2,831,834 2,831,834

利益剰余金 2,609,803 2,799,645

自己株式 △794,757 △794,791

株主資本合計 4,739,070 4,928,878

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 7,380 52,826

為替換算調整勘定 299,904 1,690,395

その他の包括利益累計額合計 307,284 1,743,222

新株予約権 2,160 2,160

非支配株主持分 52,336 80,047

純資産合計 5,100,851 6,754,308

負債純資産合計 15,259,020 18,071,952
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

売上高 8,509,025 9,093,315

売上原価 4,559,091 5,012,469

売上総利益 3,949,934 4,080,846

販売費及び一般管理費 2,838,650 3,528,975

営業利益 1,111,283 551,870

営業外収益   

受取利息 1,433 2,463

受取保険金 8,550 3,722

助成金収入 7,202 5,745

投資有価証券評価益 8,652 7,004

その他 13,986 2,421

営業外収益合計 39,824 21,357

営業外費用   

支払利息 25,380 33,918

為替差損 11,469 6,497

支払手数料 16,789 229

地代家賃 31,723 3,979

持分法による投資損失 28,492 17,736

その他 12,639 3,976

営業外費用合計 126,495 66,337

経常利益 1,024,613 506,891

特別損失   

固定資産除却損 3,350 759

リース解約損 - 9,371

訴訟和解金 - 7,685

事務所移転費用 - 6,111

その他 1,013 630

特別損失合計 4,363 24,559

税金等調整前四半期純利益 1,020,249 482,331

法人税、住民税及び事業税 28,807 52,608

法人税等調整額 4,270 16,351

法人税等合計 33,078 68,960

四半期純利益 987,171 413,370

非支配株主に帰属する四半期純利益 9,452 29,361

親会社株主に帰属する四半期純利益 977,718 384,009
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

四半期純利益 987,171 413,370

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 7,380 45,446

為替換算調整勘定 15,129 1,390,491

その他の包括利益合計 22,510 1,435,937

四半期包括利益 1,009,681 1,849,308

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,000,196 1,821,597

非支配株主に係る四半期包括利益 9,485 27,711
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　該当事項はありません。

 

 

 

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」とい

う。）及び「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　2020年３月31日）を第１

四半期連結会計期間の期首より適用したことにより、第１四半期連結会計期間の期首時点における流動負債の

「前受金」882,928千円を流動負債の「契約負債」に組み替えております。また、前連結会計年度における流動負

債の「前受金」882,928千円を流動負債の「契約負債」882,928千円に組み替えております。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2018年３月30日）及び「収益認識に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2018年３月30日）を第21期の期首より早期適用しているため、当

該会計基準等の適用が四半期連結財務諸表に与える金額的影響はありません。

 

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、当該会計基準等の適用が四半

期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

 

（追加情報）

　該当事項はありません。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

(財務制限条項)

　当四半期連結会計期間末の借入金のうち、当社のコミットメントライン契約（1,200,000千円）には以下の財

務制限条項が付されており、その特約要件は次のとおりとなっております。

①　各年度の決算期の末日における純資産の部の金額を、直前の決算期末日又は2020年12月期末日における純

資産の部の金額のいずれか大きい方の75％以上に維持すること（連結）。

②　２期連続して営業損失を計上しないこと（連結）。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年１月１日
至　2021年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日
至　2022年９月30日）

減価償却費 752,294千円 674,069千円

のれんの償却額 95,418千円 243,595千円
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（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　2021年１月１日　至　2021年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年３月25日

定時株主総会
普通株式 96,841 4 2020年12月31日 2021年３月26日 利益剰余金

 

２．株主資本の著しい変動

　当社は、2021年３月８日、及び同年８月17日の取締役会の決議に替わる書面決議に基づき、自己株式の取得を

それぞれ121,100株、55,100株行いました。この結果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が394,793千

円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が794,757千円となっております。

 

当第３四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年３月29日

定時株主総会
普通株式 194,167 8 2021年12月31日 2022年３月30日 利益剰余金

 

２．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間　(自　2021年１月１日　　至　2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

（注）1

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）2
 

エンタープラ

イズDX事業

イベントDX事

業

サードプレイ

スDX事業
計

売上高       

外部顧客への売上高 3,502,536 3,486,457 1,520,032 8,509,025 － 8,509,025

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － －

計 3,502,536 3,486,457 1,520,032 8,509,025 － 8,509,025

セグメント利益 582,426 515,154 506,996 1,604,577 △493,293 1,111,283

（注）　１．セグメント利益の調整額△493,293千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門の一般管理費であります。

　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間　(自　2022年１月１日　　至　2022年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

（注）1

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）2
 

エンタープラ

イズDX事業

イベントDX事

業

サードプレイ

スDX事業
計

売上高       

外部顧客への売上高 3,253,040 3,750,515 2,089,760 9,093,315 - 9,093,315

セグメント間の内部

売上高又は振替高
- - - - - -

計 3,253,040 3,750,515 2,089,760 9,093,315 - 9,093,315

セグメント利益 454,670 178,272 440,747 1,073,689 △521,818 551,870

（注）　１．セグメント利益の調整額△521,818千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門の一般管理費であります。

　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　2021年６月３日に取得したXyvid,Inc.との企業結合について第１四半期連結会計期間まで暫定的な会計処理を

行っておりましたが、第２四半期連結会計期間において確定しております。この暫定的な会計処理の確定に伴うの

れんの金額に修正は生じておりません。なお、のれんの償却期間は15年であります。

 

EDINET提出書類

株式会社ブイキューブ(E30114)

四半期報告書

17/22



（収益認識関係）

当第３四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年９月30日）

（単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

エンタープラ

イズDX事業

イベントDX事

業

サードプレイ

スDX事業
計

期間契約型サービス 2,367,113 - - 2,367,113 2,367,113

受注販売型サービス 885,926 - - 885,926 885,926

SaaS＋サービス型 - 3,750,515 - 3,750,515 3,750,515

販売型 - - 1,854,491 1,854,491 1,854,491

顧客との契約から生

じる収益
3,253,040 3,750,515 1,854,491 8,858,046 8,858,046

その他の収益 - - 235,269 235,269 235,269

外部顧客への売上高 3,253,040 3,750,515 2,089,760 9,093,315 9,093,315

（注）　１．「顧客との契約から生じる収益」は、企業会計基準第29号「収益認識に関する会計基準」の対象となる顧客

との契約から生じる収益であります。

　２．「その他の収益」は、収益認識会計基準等の適用範囲外とされている、企業会計基準第13号「リース取引に

関する会計基準」の範囲に含まれるリース取引であります。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以

下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年１月１日
至　2021年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日
至　2022年９月30日）

（１）１株当たり四半期純利益（円） 40.37 15.82

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 977,718 384,009

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
977,718 384,009

普通株式の期中平均株式数（株） 24,219,842 24,270,949

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　　　（円）
39.23 15.58

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 699,940 378,760

（うち新株予約権） （699,940） （378,760）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年11月11日

株式会社ブイキューブ

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

　東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 新井　達哉 印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西村　健太 印

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ブイ

キューブの2022年１月１日から2022年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2022年７月１日から2022

年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年１月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ブイキューブ及び連結子会社の2022年９月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

その他の事項

会社の2021年12月31日をもって終了した前連結会計年度の第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間に係る

四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が

実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2021年11月12日付けで無限定の結論を表明しており、

また、当該連結財務諸表に対して2022年３月30日付けで無限定適正意見を表明している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

 

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
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監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

 

 

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

 

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手

続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結

論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連

結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない

場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四

半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続でき

なくなる可能性がある。

 

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基

準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸表

の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事

項が認められないかどうかを評価する。

 

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

 

・監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

 

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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